
ちょっとおかしいぞ住民
不在

なぜ？

生会ീ഼૯߹病院Ҡసࡁ

ҩ療ࢪઃなのに「ͦのଞ」で։ൃڐՄʁ
済生会八幡総合

病院（八幡東区）が、
八幡西区則松へ移
転する計画をすす
めています。
　ところが予定地
は「市街化調整区域」であり、「津波災害警戒区域」
です。大雨によって病院建設予定地が田んぼのよう
に（写真）。また、市街化調整区域の開発行為に認
められる条件の審査基準が「病院施設」ではなく「そ
の他」で許可されており、地元の複数の病院が反発。
不透明な審査のあり方が問題になっています。

ެཱの̐つの༮ஓԂをશഇ⽏

6 前の約ଋにҧ反
　市は今年７月、わずかに残された４つの公立幼稚園に
ついて、２０２４年度末までに全園を廃止する、との方
針を打ち出しました。公立の幼稚園はすべて廃止される
ことになります。2015年の8園の廃止議案に際して、「半
数の4園は必要であるとの結論に達した」と、４園の存
続を約束。しかし今
回の廃止方針は、そ
の約束に違反したも
ので「教育委員会の
責務」の投げ捨てに
ほかなりません。

中ԝ࢈ڵがܦӦഁたん

問われるࢦఆཧऀ制度⽏
市は、旧古河鉱業若松ビ
ル（若松区）の指定管理者
である中央興産㈱が経営破
綻したため、指定を取り消
しました。指定管理者制度
とは、公の施設の管理・運
営を民間企業などに代行さ
せるもので、指定管理者が
破綻したのは市内では初め

てのことです。日本共産党は、営利を目的とする民
間企業の指定について、サービスの低下や従事者の
解雇、労働条件の大幅切り下げなど、不安定雇用を
助長するとして反対してきました。

高ை̼̐ਁਫ区Ҭに区役所ݐઃ

やっͺりٙ問
　市は門司港地域の JR
九州の土地に、区役所、
図書館、ホール、生涯
学習センターなどの公
共施設を１カ所に集め
る複合施設の建設を強
行しようとしていま
す。建設予定地の門司港駅付近は高潮による４ｍの浸水
区域です。市は災害時の対応として、「水が引いてから対
応する」と答弁してきましたが、災害時の重要拠点とな
る区役所を災害の想定地域に建設すること自体、大きな
問題です。
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会

日
本
維
新

の
会 結

果
議員数 ８ 13 13 11 ５ ３

中小企業者を淘汰するインボイス制度の実施中止を求める意見書 日本共産党 ○ × × × × × 否決

臨時医療施設の設置及び保健所の強化・増設を求める意見書 日本共産党 ○ × × × × × 否決

世界的な気候危機打開へ
2030年度までに温室効果ガスの50％以上の削減を求める意見書

日本共産党 ○ × × × × × 否決

市民のいのちと暮らしを優先するため
「2021世界体操・新体操選手権北九州大会」の中止を求める決議

日本共産党 ○ × × × × × 否決

ҙݟॻɾܾ議に対する 会ࢍ൱ද9 ݄
ٞ会

˞ओཁձҎ֎のଶ度ུ

どうして？

済生会八幡病院の移転予定地

旧古河鉱業若松ビル

廃止が検討されている小倉南幼稚園

門司区役所の建設予定地を
視察する髙橋市議
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市
民
の
声
を

届
け
ま
し
た

日
本
共
産
党
北
九
州
市
議
団
は

「
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
国
の
悪

政
か
ら
、
い
の
ち
と
く
ら
し
、
生
業

を
守
る
市
政
」
を
掲
げ
、
２
０
２
０

年
度
決
算
案
に
つ
い
て
論
戦
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
願

い
や
声
を
届
け
、
実
現
も
し
て
き
ま

し
た
（
別
項
参
照
）。

ま
も
な
く
12
月
議
会
が
始
ま
り
ま

す
。
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
国
政

で
も
市
政
で
も
、
新
し
い
希
望
が
持

て
る
日
本
と
北
九
州
市
を
目
指
し
、

み
な
さ
ん
の
声
を
政
治
に
届
け
て
い

き
ま
す
。
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イベント施設料、出演料等に「寄り添っ
た支援を行っていきたい」（局長）と答弁

̍

1$3ࠪݕ
特別支援学校、基礎疾患のある子どもた
ちにスクリーニング検査を実施
小・中・特別支援学校、保育所、幼稚園、
高齢者施設に無料で簡易キットを配付

̏

ෆྍ࣏ॿ
ひと目で分かる制度の「リーフ」が完成・
配布

̎

ฏͷ·ͪϛϡʔδΞϜ
市民の運動で来春オープン

̐

市
民
要
望
を
掲
げ
論
戦

北九州市議会 コ
ロ
ナ・気
候
危
機・区
域
区
分

9月議会報告 　　



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
新
規
陽
性
者
数

は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
感
染
、
新

た
な
変
異
株
の
出
現

な
ど
、
い
ま
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
日
本
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
の
全
国

的
な
急
拡
大
・
医
療
崩
壊
に
は
「
40
年

来
の
医
療
・
公
衆
衛
生
の
切
り
捨
て
政

治
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
。
実
際
に
自

公
政
権
は
全
国
の
公
立
・
公
的
病
院
の

う
ち
、
４
０
０
カ
所
あ
ま
り
を
統
廃
合

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

◆
北
九
州
市
議
団

1�
回
の
申
入
れ

北
九
州
市
で
も
５
カ
所
あ
っ
た
市
立

病
院
は
民
間
委
託
、
独
立
行
政
法
人
化

で
事
実
上
ゼ
ロ
に
。
７
カ
所
あ
っ
た
保

健
所
は
１
カ
所
に
減
ら
さ
れ
、
公
衆
衛

生
も
大
き
く
後
退
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
は
、
今
回
の
予
算
提
案
を

含
め
、
こ
れ
ま
で
14
回
に
わ
た
っ
て
、

コ
ロ
ナ
対
策
強
化
を
申
し
入
れ
、
①
臨

時
の
医
療
施
設
の
設
置
②
保
健
所
の
増

設
、
医
療
体
制
の
強
化
・
充
実
③
事
業

者
支
援
と
国
保
減
免
、
生
活
困
窮
者
支

援
の
強
化
な
ど
を
要
望
。
９
月
議
会
で

は
、
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
で

の
P
C
R
等
検
査
の
実
施
、
保
育
所
、

高
齢
者
施
設
で
の
無
料
の
簡
易
キ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
を
実
現
し
ま
し
た
。
一
方
、

市
議
団
が
提
出
し
た
「
臨
時
医
療
施
設

の
設
置
及
び
保
健
所
の
強
化
・
増
設
を

求
め
る
意
見
書
」
に
、自
民
、公
明
、ハ
ー

ト
フ
ル
北
九
州
、
自
民
の
会
、
日
本
維

新
の
会
な
ど
が
反
対
し
ま
し
た
。

世
界
各
地
で
起

き
る
異
常
豪
雨
、

台
風
、
森
林
火
災

…
。
九
州
で
も

豪
雨
被
害
が
毎
年

の
よ
う
に
続
い
て

い
ま
す
。
最
大
の

要
因
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
そ
の
大
半

は
C
O
2
）
の
排
出
に
よ
る
世
界
の
平

均
気
温
の
急
上
昇
で
す
。
危
機
打
開
の

た
め
世
界
は
、
2
0
5
0
年
の
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
に
向
け
、
当
面
、
重
要
な

２
０
３
０
年
ま
で
の
「
省
エ
ネ
、
再
エ

ネ
」
に
正
面
か
ら
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
は
省
エ
ネ
で
遅
れ
を
取

り
、
再
エ
ネ
の
活
用
も
中
国
よ
り
も
低

い
の
が
実
態
で
す
。

市
議
団
は
9
月
議
会
で
、
S
D
G
s

未
来
都
市
の
市
長
と
し
て
国
に
先
駆
け

て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
さ

ら
な
る
引
き
上
げ
を
要
望
。
2
0
3
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
50
％
以
上

の
削
減
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
自
民
、
公
明
、

　「歩道に穴が開いていた」
「路面の表示が消えかかって
いる」―。市議団と新婦人、
福建労などでつくる「公共
施設を良くする会」が行っ
た「通学路の危険度チェッ
ク」で様々な問題が明らか
になりました。
　今年６月に千葉県・八街
市で起きた事故を受けて
行った市教育委員会との懇
談では、「以前からの要望事
項がなかなか改善しない」
「事故が起きてからでは遅い」などの声と、具体的な改善要望が相次
ぎました。

　「だれが見直しを決め
たのか」、「賛成してい
る議員はいるのか」、「区
域区分見直しの線引の
基準は何か」―。市内
各地で進められている
北九州市による「区域
区分見直し」説明会。

賛成の声はまったくなく、どの会場も怒号が飛び交い、「区域区分見直
し」撤回などを求める声が大きく広がっています。
　反対の声が圧倒的にもかかわらず、市は「区域区分見直し」を撤回す
る気配もなし。市内部からは〝絶対にやりとげろという指令が出ている〟
との声も聞こえてきます。　　　
　市民を置き去りにする「区域区分の見直し」。地域やまちはだれのも
のなのか。この問題が問いかけているのは、市政のあり方そのものです。

※ 斜面地の市街化区域を、新たな建築ができない市街化調整区域に変更
する「区域区分の見直し」。北九州市による全国初めての取り組みです。

ౖ߸ඈびަう市ओ࠵のઆ໌会
〝賛成している議員はいるのか〟

「原則自宅療養」方針の撤回と臨時の
医療施設の設置

ワクチンの迅速接種とワンセットで
PCR大規模検査の実施

医療機関への速やかな減収補填

中小業者、非正規、フリーランス、文化・
芸術、生活困窮者への十分な補償

日本࢈ڞౘの緊急対策の柱

าಓにᴜ ݀ᶹ ࿏໘ඪ示がফえている

安心して通える通学路を 地
球
が
危
な
い

い
っ
し
ょ
に
考
え
、
行
動
し
ま
せ
ん
か

デーλ
がޠる 北九州市のอ݈ɾҩ療体制

保健所数 7（95年）→１（96年）

保健所職員数 300人余（89年）
→ 100人余（19年）

市立病院数
５（02年）→直接経営は０（19年、
民間譲渡、指定管理者制度の導入、
独立行政法人化などによる）

　日本共産党北九州市議団は 10月 18 日、北九州はもちろん、日本と
世界が直面するテーマを 561 項目（うち重点項目 26項目）にまとめ、
2022年度に向けた予算提案として、北橋健治市長に手渡しました。
　北橋市長は「これからの予算編成、政策立案にあたって、今日の提案
をよく検討させていただきたい」と答え、率直な意見交換を行いました。

コロナ、気候危機、消費税
引き下げ、区域区分見直し

撤回を
コロナ、気候危機、消費税

引き下げ、区域区分見直し
撤回を

市民の願い 市長に届
ける

通学路
対策

区域区分
見直し

気候危機
打開へ

コロナ
対策

〝いのちとくらし第一〟9月
議会

ハ
ー
ト
フ
ル
北
九
州
、
維
新
の
会
の
反

対
で
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
議
団
は
気
候
危
機
打
開
に
む
け
、

省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
を
中
心
と
し
た
北
九

州
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
の
制
定
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

〝
コ
ロ
ナ
〞
か
ら
い
の
ち
を
守
れ

通学路の危険個所を調査する大石議員（左）

北
橋
健
治
市
長（
前
列
左
）に
予
算
提
案
書
を

手
渡
す
荒
川
徹
団
長（
前
列
右
）

怒りや不安の声があがった市説明会

JR黒崎駅前で、環境問題クイズに答える
通行人の方（左は永井議員）

「気候危機を打開する日本共産党
2030戦略」資料より抜粋
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廃止が検討されている小倉南幼稚園

門司区役所の建設予定地を
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日本共産党･市議会議員　อ݈ࢱҕһ会

伊
い と う

藤 淳
じ ゅ ん い ち

一
９
月
議
会

一
般
質
問

࠷
高
311
࣌
ؒ
の
࣌
ؒ
֎
࿑
ಇ

市
職
員
の
人
員
削
減
を
や
め
保
健
所
の
増
設
を

９
月
議
会
の
本
会
議
で「
保
健
所
の
人
的
体
制
の
強
化
と

増
設
」、「
世
界
体
操
・
新
体
操
北
九
州
市
２
０
２
１
」の
開

催
中
止
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

人
員
削
減
あ
り
き
の

「
行
革
」

コ
ロ
ナ
対
応
で
職
員
の
異

常
な
時
間
外
労
働
が
常
態
化

し
て
い
ま
す
。保
健
福
祉
局

で
は
、５
月
で
み
る
と
80
時
間

（
過
労
死
ラ
イ
ン
）を
超
え
る

職
員
は
48
人
、う
ち
保
健
所

20
人
。過
労
死
ラ
イ
ン
に
迫
る

70
時
間
か
ら
80
時
間
未
満
は

８
人
、う
ち
保
健
所
３
人
と
い

う
状
況
で
す
。会
計
年
度
任

用
職
員
も
、40
時
間
以
上
は

９
人
、う
ち
保
健
所
４
人
で

す
。最
長
は
な
ん
と
３
１
１
時

間
、会
計
年
度
任
用
職
員
で

71
時
間
と
い
う
労
働
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
状
況
が
今
後
も
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
職
員
は
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
背
景

に
は
、北
橋
市
政
が
進
め
る

過
度
な
人
員
削
減
が
あ
る
の

は
明
ら
か
で
す
。「
人
口
１
万

人
あ
た
り
70
人
台
を
目
ざ

す
」人
員
削
減
目
標
は「
適
正

で
は
な
い
の
で
、た
だ
ち
に
止

め
る
べ
き
」と
強
く
求
め
ま
し

た
。

保
健
所
の
人
員
強
化
と

増
設
は
喫
緊
の
課
題

コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
し
た

ら
検
討
す
る
と
い
う
姿
勢
が

大
き
な
問
題
で
す
。保
健
所

は
、新
興
感
染
症
や
食
中
毒
、

自
然
災
害
等
々
に
お
い
て
最

初
の
対
処
者
と
し
て
の
役
割

が
あ
り
、健
康
危
機
管
理
と

い
う
性
格
が
よ
り
明
確
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
走
る
北
九
州
市
は「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」と
明
言
し
て

い
ま
す
。第
３
の
ゴ
ー
ル「
す
べ

て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」

実
践
し
て
い
く
た
め
に
も
、保

健
所
の
増
設
は
避
け
て
通
れ

な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

市
長
の
姿
勢
を
厳
し
く
問
い

ま
し
た
。

『
世
界
体
操・新
体
操

北
九
州
２
０
２
１
』

コ
ロ
ナ
感
染
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、デ
ル
タ
株
の

感
染
脅
威
、ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

感
染
や
リ
バ
ウ
ン
ド
対
策
、臨

時
の
医
療
施
設
設
置
等
々
、

第
６
波
の
対
策
に
む
け
て
、

全
力
で
取
り
組
む
時
期
で
あ

り
、医
療
従
事
者
に
こ
れ
以
上

の
負
荷
を
掛
け
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。な
に
よ
り
、市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
立

場
か
ら
開
催
中
止
を
要
求
し

ま
し
た
。

地域の行事はすべて中止

　ίϩφՒで
のᷫݩ
Ԃもೋ࿈ଓし
て։࠵தࢭに
いࠐまれました。
ຖּͭࢁくり
͕本֨తにಈき
ग़すの໌け
のҰ݄からです。
　ʮਓࢣܗʯをத৺にएऺ͕࿈日制
අのେ෦࡞制。（ਆࣾไ）にたります࡞
Ҭॅຽの寄付金でΘれます。
　ແපଉࡂをئفし、ମをਗ਼めてྟΉこの
り、एஉঁ͕ଗってਲいしれるਅՆのࡇ
Ұେ行事です。

来年こそ！

木屋瀬祇園山笠

相生市場前の交差点




